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分隠れるように塗った．ワックスは硬質と軟質2種使用

し，硬質はハンダごてで溶かして塗布し，軟質は指先で

塗りつけたが，いずれも最後に周辺をハンダごてで加熱

して十分広く（ゲージから30mm程度）すそが広がるよ

うにした．この範囲はあらかじめサンドペーパで研磨し

ておく．

　第1図（B）はワックスの一ヒにさらにネオプレーン塗

料を塗装したもの，　（C）はワックス塗布の範囲を非常

に狭くしたもの，　（D）はゴムリングを樹脂ではりつけ

てプロテクタとし，その中ヘワックスを塗りつけたもの

である．このほかにも，4ふっ化エチレン樹脂膜をはり

つけたもの，ポリエステル樹脂またはエポキシ樹脂を塗

装したもの，ゴムリングの中へそれらを注型したもの，

およびこれらとワックスを併用したものなど合計45個

について試験した．

　（試験方法）：以上の処理を施した試験片を水中に浸漬

し（水深約500mm），隔日に取り出して電磁石利用の振

動装置にかけ応力±10kg／mm2，振動数18c／sの振動を

30分間ずつ与えた．防水効果の判断は週2回導線と試

験片鋼板との間の絶縁抵抗値を測定し・500MΩ以上を

合格とした．抵抗の測定には真空管式の絶縁抵抗計（測

定電圧1．5V）を使用した．

　（試験結果）：硬質，軟質2種のワックスの問およびワ

ックスのみのもの（A）とワックスを塗った上にさらに
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他の処理を施したものとの間には，なんらの差異が見出

されなかったので，動的試験（振動応力を加えたもの）

と静的試験だけについて比較し，動的試験8箇，静的試

験11箇について，水中浸漬日数と合格率（絶縁抵抗500

MΩ以ヒを保っている試験片数の百分率）の関係を示す

と第2図のようになる．試験箇数が少な過ぎる感がある

が，大体3ケ月間は十分信頼できること，および動的試

験と静的試験の問にもあまり差のないことは結論できそ

うである．

　ワックスと他の材料を併用したものは好成績であった

が，ワックスを用いないものはいずれも成績悪く，その

中ではゴムリング中にエポキシ樹脂を注型したもの2箇

がいずれも60日間絶縁を保ったのが最上であった・

　第1図（c）のようにワックスの塗布範囲の狭いもの

は，10口前後で絶縁低下が見られた．

　（結論）：あまり高圧でない水中における抵抗線ひずみ

計の防湿処理は，第1図（A）程度にマイクロクリスタ

リンワックスを塗布すれば，3ケ月程度の防水は完全で

ある．機械的損傷その他のおそれがなければ，この上さ

らにプロテクタによる保護などは必要でない．ただ，ひ

ずみ計付近の導線が移動しないように固定することと，

周辺を加熱してワックスを十分広げることは必要と思わ

れる．

　なお本実験には，日本非破壊検査協会第401小委員会

の各位，特に本所大井助教授および東京測器研究所のご

協力を得たことを付記する．　　　　（1958．10．7）
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